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we

　
豊
作
を
願
う
五
戸
地
方
最
大
の

秋
祭
り
「
五
戸
ま
つ
り
」
が
８
月

29
日
か
ら
31
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
期
間
中
は
降
雨
の
た
め
お
通
り

の
運
行
が
途
中
で
中
止
に
な
る
な

ど
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

初
参
加
の
五
戸
高
校
を
含
む
10
台

の
大
型
山
車
の
合
同
運
行
に
大
勢

の
観
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
初
日
の
「
お
通
り
」
は
町
内
小
・

中
学
校
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
で
開

幕
。
そ
の
後
、
お
神
輿
と
山
車
の

合
同
運
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

稚
児
さ
ん
、
神
楽
な
ど
の
行
列
に

続
く
の
は
、
町
内
会
な
ど
が
自
作

し
た
10
台
の
豪
華
絢
爛
な
山
車
。

稲
荷
神
社
を
出
発
し
中
心
街
を
一

周
、
川
原
町
へ
と
下
り
ま
す
。

　
２
日
目
「
中
日
」
に
は
、
五
戸

地
方
小
・
中
学
校
相
撲
大
会
が
開

催
さ
れ
、
各
校
代
表
に
よ
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

山
車
に
よ
る
夜
間
競
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
山
車
９
台
が
歴
史
み
ら

い
パ
ー
ク
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
に

集
合
し
各
山
車
組
に
伝
わ
る
「
音

頭
上
げ
」
が
高
ら
か
に
響
く
と
、

会
場
は
一
気
に
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　
３
日
目
「
お
還
り
」
は
、
川
原

町
か
ら
出
発
し
「
お
通
り
」
と
は
逆

の
コ
ー
ス
を
た
ど
り
ま
す
。
町
図

書
館
横
を
通
っ
て
中
心
街
へ
と
出

る
堀
合
坂
は
運
行
コ
ー
ス
最
大
の

難
所
。
勢
い
を
つ
け
て
一
気
に
山

車
を
引
き
上
げ
る
の
が
「
坂
の
町
」

の
山
車
祭
り
の
だ
い
ご
味
で
す
。

　
さ
ら
に
祭
り
は
「
喧
嘩
太
鼓
」

で
最
高
潮
に
。
山
車
２
台
を
隣
接

さ
せ
相
手
の
山
車
組
を
意
識
し
な

が
ら
徐
々
に
激
し
さ
を
増
し
て
い

く
バ
チ
さ
ば
き
に
、
沿
道
を
埋
め

つ
く
し
た
大
観
衆
か
ら
喝
さ
い
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

五戸高校の山車が�
初参加。登場する�
と観客から大きな�
拍手が送られた

▼

小中学校鼓笛隊パレード�
が祭りの始まりを告げる

▼

▼▼

▲ 元気いっぱい山車�
　 を引く小学生�

▼ 山車９台が一堂に会して�
　 行われた夜間競演。会場�
　 に「音頭上げ」がこだま�
　 して熱気に満ち、雨を吹�
　 き飛ばした

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
小
中
学
生
相
撲

大
会

▼最終日も雨だったが力強い�
　笛の響きが最後まで祭りを�
　盛り上げる

　子どもに人気の虎舞。�
　ユーモラスなしぐさが�
　観客たちの笑いを誘う

▲ 悪天候の中、優雅でスピード�
　 ある舞で観客を魅了した

▲ 仲間と手をつないで音頭上げを楽しむ�
　 五戸高校の生徒たち

▲ 外国人観光客との交流。�
　 一緒に輪になってジャンピング！

▲「喧嘩太鼓」で祭りは最高潮に。大太鼓に合わせ�
　元気な掛け声とともに小太鼓を叩き盛り上げる

▲ 夕方、商店街に明かりが灯り�
　 流し踊りが披露された

▲石沢の駒踊り。黒駒三頭が激しくぶつかり合う�
　シーンでは拍手喝さいを浴びた

▲可憐優雅な花担ぎたちは祭りに�
　彩りをそえる

五
戸
ま
つ
り

五
戸
ま
つ
り

お
通
り

お
通
り

お
還
り

お
還
り

中
　日
中
　日

み
こ
し

け
ん
ら
ん
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①地元婦人会協力による韓
国伝統もちづくりの体験
②鄭芝溶文学館を見学
　（韓国の有名な詩人）
③沃川郡守の計らいで韓国
から実家へ電話しました
が、留守でした（類家さ
ん　写真左）

④沃川中学生との交流。男
女ペアでフォークダンス
⑤一緒にアイスを食べました
⑥ぶどうの形をしていて、
かわいい姿の韓国もち
（トック）
⑦本場韓国のサムゲタン
（参鶏湯）

沃川郡守からの心温まる歓迎。
とてもお世話になりました！

「沃川郡との交流」
川内中３年　類　家　聖　香

　今回の海外派遣は、私にとって、
忘れられない思い出の一つとなりま
した。
　私たち川内中学校のテーマは、「異
国の文化に触れ、人との交流を深め
よう」でしたが、もう十分に人と交
流して来ました。
　まず、あちらの人達は皆優しくて、
笑顔で迎えてくれたことが嬉しかっ
たです。中学生の交流の時を忘れら
れない人もいると思います。確かに
イケメンがいっぱいでした（色んな
意味で）。通訳をしてくれたカンさ
んとキムさんも、面白くて、たくさ
ん笑わせて頂きました。
　向こうで私達が出会った高校三年
生のキムさん（オッパ）も、私たち
の脳裏にまだ、こびりついているの
ではないでしょうか。といっても、
川内中がひとり占めしてしまいまし
たが。　※オッパ…韓国語でお兄さんの

意味。

　皆さん日本語が上手くて、テレビ
に出てくる韓国の方も上手いので、
日本も負けていられませんね。私は、
高校で余裕があれば、韓国語を学び
たいと思っています。そういったき
っかけを作ってくれたのも、今回の
ことがあったからです。本当に感謝
しています。
　お礼の手紙なんかを、あちらで出
会った方々に出したいのも山々なの
ですが、あまり機会が無いのが現状
です。
　何年か後の私たちは、この日々を
覚えているのでしょうか。たった二
日間の出来事に泣いてくれた人がい
たこと、現地で「世の中には自分に
似た人が三人いる」の一人目を発見
した時の何とも言えない喜び、ちょっ
としてないハプニング、もう見つか
らない忘れ物、皆で歌った「ゆず」、

韓国の女性は強いと知ったこと、
逆に男性は優しいと知ったこと、
韓国の料理は本当に辛いこと、青
森空港に三年後皆で迎えに行って
カラオケで「さくらんぼ」を歌お
うと約束したこと…。もう早すぎ
る五日間でした。
　今回韓国に行って本当によかっ
たと思っています。本当にありが
とうございました。

姉妹都市交流、韓国伝統文化体験、現地中学生との交流

姉妹都市韓国「沃川郡」訪問

韓国体験レポート

シリーズ　№１

　町の海外派遣研修事業で五戸町の中学生１８
人が７月２８日から５日間の日程で五戸町と姉
妹都市を締結している韓国沃川(オクチョン)郡
を訪問しました。今月号から３回シリーズで中
学生のレポートを紹介します。

１

２

５

３ ４

６

７
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祭り衣装に着替えて記念写真

三浦町長から米寿の記念品が贈られた

８位入賞を果たした五戸町チーム

　
五
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
丸

山
一
委
員
長
）
は
「
山
車
ひ
っ
ぱ

り
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

首
都
圏
か
ら
観
光
客
を
誘
致
し

「
ま
た
来
た
い
」
と
感
じ
て
も
ら

う
の
が
目
的
で
、
今
回
で
２
回
目
。

　
関
東
地
方
の
五
戸
町
出
身
者
ら

で
つ
く
る
東
京
五
戸
会
の
会
員
な

ど
24
人
が
ツ
ア
ー
に
参
加
。
五
戸

ま
つ
り
お
還
り
で
は
、
各
自
治
会

に
交
じ
っ
て
14
人
が
山
車
を
引
き

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
急
な
坂
道
で

力
を
合
わ
せ
て
山
車
を
引
っ
張
り

上
げ
て
達
成
感
が
あ
っ
た
」
「
家

族
や
友
人
を
連
れ
て
ま
た
来
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
敬
老
会
が
９
月
上
旬
、

町
内
４
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
は
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
鳥
谷
部
志
郎
会
長
）
が
75
歳
以

上
の
方
を
招
待
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
対
象
者
は
男
性
１
、１

４
３
人
、
女
性
２
、０
２
８
人
の

計
３
、１
７
１
人
で
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
88
歳
の
米
寿
到

達
者
に
三
浦
正
名
町
長
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
地
域
の
婦

人
会
や
保
育
園
児
ら
が
踊
り
な
ど

を
披
露
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

　
昭
和
14
年
３
月
、
三
戸
郡

市
野
沢
尋
常
高
等
小
学
校
代

用
教
員
と
し
て
教
職
に
就
い

て
以
来
、
蛯
川
小
学
校
校
長

を
最
後
に
退
職
す
る
ま
で
、

40
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
本
県
の
初
等
中
等
教
育
の

振
興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
昭
和
56
年
６
月
、
保
護
司
の
委
嘱
を
受
け
、
非
行

に
陥
っ
た
青
少
年
な
ど
の
更
正
を
図
り
、
平
成
11
年

２
月
に
退
任
す
る
ま
で
17
年
の
長
き
に
わ
た
り
社
会

を
明
る
く
す
る
活
動
の
推
進
に
尽
力
し
た
功
績
は
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と

心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
町
村
対

抗
第
16
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大

会
が
９
月
７
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
40
市
町
村
の
代
表
選
手
た

ち
は
、
正
午
の
号
砲
を
合
図
に
県

観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
前
を
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。
時
お
り
小
雨
が
交

じ
る
中
、
ゴ
ー
ル
の
県
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
ま
で
の
33
・
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
８
区
間
で
た
す

き
を
つ
な
ぎ
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。

　
五
戸
町
チ
ー
ム
は
、
１
時
間
54

分
01
秒
の
タ
イ
ム
で
町
の
部
第
８

位
、
総
合
の
部
第
17
位
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

故
郷
の
五
戸
ま
つ
り
に
参
加

「
山
車
ひ
っ
ぱ
り
ツ
ア
ー
」

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

教
育
功
労

工
藤  

圭
悦
さ
ん
（
　
　
）

博
労
町

88
歳

おめでとうございます
叙勲受章

おめでとうございます
叙勲受章

おめでとうございます
叙勲受章

おめでとうございます
叙勲受章
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い

　
 

敬　

老　

会

町
の
部
８
位
・
総
合
の
部
17
位

第16回

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

選手オーダー表　　監督　藤　村　　　誠

区　間

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

氏　　名

和　田　卓　也

山　田　堅　人

渋　谷　康　紀

手倉森　洋　人

沢　田　桃　香

柳　沢　貴　之

佐々木　奈津子

川　岸　　　睦

戸賀沢　和　宏

藤　村　　　亮

古　川　達　人

工　藤　　　岳

川　村　祐　輝

種　市　千　恵

田　中　実　樹

勤務先・学校名

陸 上 自 衛 隊

五 戸 中 学 校

五 戸 小 学 校

茨 城 大 学

川 内 中 学 校

陸 上 自 衛 隊

青 森 銀 行

五 戸 中 学 校

陸 上 自 衛 隊

陸 上 自 衛 隊

十和田工業高等学校

五 戸 中 学 校

五 戸 中 学 校

五 戸 中 学 校

川 内 中 学 校
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認知症とは…その２　 ～認知症の早期発見、早期治療～地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 認知症とは…その２　 ～認知症の早期発見、早期治療～認知症とは…その２　 ～認知症の早期発見、早期治療～17

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

認知症は、早期発見・早期治療が大切です

　認知症の原因となる病気はたくさんあり、認知症と異なる病気であっても同じような症状を示すことが
あります。特に「せん妄」と「うつ状態」は間違われやすく適切な治療で症状は改善します。まず認知症
かどうか、きちんと診断を受けることが大切です。
　アルツハイマー病の場合には、適応になる状態であれば、薬によって症状の進行を遅らせることができ
ます。脳血管障害によるものでは進行を防ぐことができます。
　「おかしい」と思ったら、「年のせいでは…」と考えて放置することなく、早めに
医療機関に相談に行ってみましょう。

医療機関への相談や受診前に下記内容を確認することをお勧めします

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

墓
前
に
て
傘
も
さ
さ
ず
に
頬
し
ず
く

若
駒
の
再
デ
ビ
ュ
ー
に
駒
踊
り
舞
う

〈
俳
句
〉

汗
匂
ひ
草
の
匂
ひ
の
麦
藁
帽

雨
や
み
て
朧
月
夜
の
虫
の
こ
ゑ

〈
短
歌
〉

お
か
わ
り
と
大
豆
と
麹
が
と
け
あ
っ
て

香
り
良
き
か
な
手
作
り
み
そ
は

明
日
と
い
う
こ
と
ば
の
響
き
思
わ
せ
て

少
女
の
吹
け
る
オ
カ
リ
ナ
聞
こ
ゆ

お
盆
過
ぎ
親
友
と
話
し
て
こ
こ
ろ
晴
れ

帰
り
に
「
キ
ュ
ウ
リ
」
掌
に
嬉
し
く
な
り

青
春
の
日
々
を
過
ご
せ
し
学
び
舎
を

熱
き
血
潮
で
燃
や
せ
続
け
よ
（
高
校
生
へ
）

雨
続
き
農
作
物
の
伸
び
悩
み

豊
作
の
日
を
只
待
つ
ば
か
り

ご
先
祖
様
迷
わ
ず
来
て
ね
と
迎
火
を

孫
等
の
成
長
告
げ
て
送
り
火

　

小
林
　
静
枝
　（
　
　
　
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

若
松
　
忠
雄
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

ほ
ほ

お
ぼ
ろ
づ
き

よ

と　

  

も

や

市
川
道

十
文
字

上
市
川

中
　
区

中
　
道

十
文
字

①　気になる症状は、どんなことですか？

②　①の症状は、いつ頃からありますか？

③　①について、何かきっかけがあると思いますか？

④ 今、病院に通っていますか？
　どんなお薬を飲んでいますか？

※せん妄とは、意識混濁に加え、
軽錯覚（さっかく）や幻 覚
（げんかく）を伴い、異常な
行動や言動、興奮などがみら
れる状態をいいます。せん妄
があると、意識障害のために
注意力や集中力が保たれず、
時間や場所があやふやになり、
認知症と間違えられてしまう
ことがあります。また認知症
に比べて、急激に発症するの
がせん妄の特徴のひとつです。
　せん妄は夜間に悪化するこ
とが多く、夜に限ってせん妄
が現れるときは「夜間せん妄」
と呼びます。

・突然ですか？

・この半年間で変化
がありますか？

・病気や配偶者の
死亡などショッ
クな出来事があ
りましたか？

・いつ頃ですか？

例）○年前から△△病院に通い、血圧の薬を服用している

例）3年ぐらい前から物忘れが気になる
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災
害
時
の
応
急
対
策
に
協
力

五
戸
町
大
規
模
災
害
協
力
会協定書に調印する川村会長（右）

審査を受ける肉用牛

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
10
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

137

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

岡
上
能
斗
竜

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

木
谷
　
　
令

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に

　
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●８月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,029
（14,313）
12,892

（12,832）
20,189

（21,024）
14,232

（12,469）

12,474
（12,712）
12,154

（12,195）

11,641
（11,321）

12,251
（12,954）

13,315
（13,416）

11,069
（11,592）

11,387
（11,924）
12, 20

（12,  6）
12,305

（12,299）
13,601

（14,603）
12,166

（12,494）

12,320
（12,360）
12,377

（12,052）
11,790

（11,797）
12,258

（12,318）

12,511
（12,544）
12,360

（12,050）
12,922

（13,182）
12,350

（12,070）

11,871
（12,012）
11,674

（12,525）
29,403

（29,761）
12,848

（12,864）

11,797
（12,814）
12,505

（12,394）
13,753

（13,801）
12,295

（12,176）

皮膚科
12,255

（12,276）
12,350

（12,070）
11,238

（11,135）
12,350

（12,070）

119,354
（110,685）
114,607

（114,303）
148,462

（151,673）
122,409

（120,834）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11710
（11730）

　
第
44
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

が
８
月
６
日
、
新
郷
村
の
間
木
ノ

平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
生
後
経
過
月

数
や
出
産
経
験
の
有
無
な
ど
で
分

け
ら
れ
た
各
部
門
に
、
五
戸
町
と

新
郷
村
の
畜
産
農
家
25
戸
が
肉
用

牛
47
頭
、
乳
用
牛
12
頭
を
出
品
。

肉
付
き
の
良
さ
や
骨
格
の
丈
夫
さ

な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
て
優
劣

を
競
い
ま
し
た
。

　
五
戸
町
か
ら
は
肉
用
牛
の
部
で

立
花
豊
治
さ
ん
（
ブ
ド
ロ
ク
）
の

「
か
な
え
」
号
、
川
村
忠
治
さ
ん

（
上
市
川
）の
「
く
に
し
げ
や
す
」

号
、
小
泉
忠
之
さ
ん
（
上
大
町
）

の
「
み
つ
」
号
が
そ
れ
ぞ
れ
優
等

（
１
位
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
五
戸
町
大
規
模
災

害
協
力
会
（
川
村
義
廣
会
長
）
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
町
は
同
協
力
会

と
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応

急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
の
内
容
は
、
地
震
・

豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害
の

発
生
時
に
五
戸
町
が
所
管
す
る

道
路
、
河
川
な
ど
を
対
象
と
し
て

町
か
ら
協
力
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
応
急
復
旧
工
事
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
災
害
時
、
道
路
な

ど
の
速
や
か
な
復
旧
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

乳
牛
・
肉
牛
を
品
定
め

五
戸
地
方
畜
産
共
進
会



左から戸田徳治夫妻、遠藤雪夫さん、一人おいて三浦文化財保護審議会議長（右）

守能図書の墓（右）と母の墓（左）
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「
世
話
に
な
っ
た
子
孫
を
訪
ね
て
」

　
今
か
ら
約
百
四
十
年
前
、
会
津

藩
士
の
家
族
な
ど
約
二
千
七
百
人

が
五
戸
村
の
農
家
に
寄
寓
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
家
族
五
人
が
上
大

町
の
戸
田
市
兵
衛
宅
で
世
話
に
な

っ
た
と
い
う
。

　
昨
年
秋
、
む
つ
市
に
住
む
遠
藤

雪
夫
さ
ん
（
59
）
夫
妻
が
五
戸
町

を
訪
問
し
、
お
礼
を
述
べ
た
い
と

い
う
話
。

　
古
い
話
で
、
役
場
や
戸
籍
台
帳

も
な
い
。
そ
こ
で
墓
石
を
手
掛
か

り
に
年
寄
か
ら
聞
い
た
り
、
電
話

帳
の
戸
田
姓
な
ど
を
見
付
け
、
四

代
後
の
子
孫
を
探
し
当
て
た
。

　
明
治
三
年
、
斗
南
藩
の
仮
藩
庁

が
五
戸
代
官
所
跡
に
置
か
れ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
五
戸
地
方
に
来
た

会
津
藩
士
と
家
族
は
六
百
八
十
一

戸（
申
辰
戸
籍
参
照
）。
そ
の
世
話

役
は
小
参
事
の
倉
沢
平
治
右
衛
門

が
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
若
松

か
ら
遠
藤
力
蔵
一
家
も
加
わ
っ
て

い
る
。
戸
田
家
に
宿
泊
し
た
の
は
、

遠
藤
力
蔵
48
、
明
９
・
１
・
17
死

妻
　
あ
き
46
、
明
９
・
８
・
31
死

長
男
　
輔
25
、
明
10
・
５
　
横
浜

〃
妻
い
し
19
、
明
５
・
６
　
離
縁

孫
　
伝
治
２
、
明
５
・
４
　
　
死

　
孫
は
二
つ
の
時
、
死
亡
し
て
い

る
が
、
ど
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
か
、

明
ら
か
で
は
な
い
。

　
長
男
妻
い
し
は
二
か
月
後
に
離

縁
、
三
本
木
へ
行
っ
た
と
あ
る
が

そ
の
後
の
行
方
は
不
明
。

　
長
男
輔
（
25
）
は
、
後
妻
に
守

能
ゑ
い
（
猪
苗
代
士
組
頭
・
二
百

十
石
守
能
図
書
長
女
）
を
迎
え
、

雪
（
そ
そ
ぐ
）、
功
、
操
、
三
人

の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
。
長
男
雪
の

孫
が
雪
夫
さ
ん
で
あ
る
。

　
力
蔵
長
男
、
遠

藤
輔
は
下
北
・
脇

野
沢
村
の
戸
長
や

初
代
村
長
一
期
を

務
め
て
い
る
。

　
一
方
、
戸
田
家

は
江
戸
中
期
、
三

戸
か
ら
の
移
住
者

ら
し
く
、
五
戸
村

に
来
た
戸
田
幸
治

は
、
稲
荷
大
明
神

別
当
（
別
名
稲
荷

社
）
二
階
堂
家
に

わ
ら
じ
を
脱
ぎ
、

②
儀
兵
衛
（
幼
名

卯
之
吉
）
③
儀
兵

衛
④
卯
之
吉
⑤
市

兵
衛
⑥
馬
吉
⑦
有

庫
（
幼
名
儀
八
）

⑧
幸
太
郎
⑨
徳
治
（
現
在
）
と
続

く
。

　
遠
藤
家
を
世
話
し
た
の
は
五
代

市
兵
衛
で
明
治
二
十
九
年
十
二
月

二
十
四
日
ま
で
生
き
て
い
る
。
戸

田
家
の
過
去
帳
に
は
二
代
に
わ
た

っ
て
新
丁
の
神
明
宮
別
当
を
務
め

た
と
記
録
さ
れ
る
。

　
当
時
、
二
階
堂
家
は
元
治
が
別

当
を
務
め
な
が
ら
荒
町
の
一
角
で

寺
子
屋
を
開
き
、
五
戸
地
方
の
青

少
年
た
ち
七
十
人
に
読
み
、
書
き
、

そ
ろ
ば
ん
を
教
え
、
明
治
六
年
七

月
三
十
日
ま
で
庶
民
教
育
に
力
を

注
い
だ
家
柄
で
あ
る
。

　
元
治
の
長
男
泰
蔵
は
五
戸
村
六

代
村
長
を
務
め
た
知
識
人
で
子
孫

は
現
在
盛
岡
市
内
に
住
む
。

　
遠
藤
輔
が
死
亡
後
、
妻
ゑ
い
は

三
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
武
田
寅

之
助
の
後
妻
と
な
り
、
波
乱
万
丈

の
人
生
を
送
っ
て
い
る
。

（
下
北
の
脇
野
沢
村
戸
籍
に
は
、

「
無
籍
に
つ
き
、
願
い
の
上
、
就

籍
す
。
明
治
二
十
四
年
六

月
八
日
届
出
」
と
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
二

十
七
年
五
月
、
青
森
町
大

野
で
死
亡
、
四
十
七
歳
だ

っ
た
。）

　
平
成
十
九
年
十
一
月
十

八
日
、
遠
藤
夫
妻
は
狐
森
北
・
戸

田
さ
ん
宅
を
訪
ね
、
仏
壇
に
お
礼

を
述
べ
た
後
、
浄
土
宗
専
念
寺
の

戸
田
市
兵
衛
が
眠
る
墓
石
お
よ
び

曾
祖
母
守
能
ゑ
い
の
一
族
と
思
わ

れ
る
守
能
長
榮
（
守
能
図
書
と
同

一
人
物
と
思
わ
れ
る
）そ
の
母
の

墓
に
線
香
と
献
花
を
し
た
後
、
帰

宅
の
途
に
つ
い
た
。

　
な
お
、
守
能
ゑ
い
の
弟
長
忠
の

ひ
孫
光
夫
氏
（
48
）
は
、
横
浜
市

内
に
居
住
し
て
い
る
。

【
メ
モ
】

　
専
念
寺
の
過
去
帳
に
は
、
守
能

長
榮
「
長
榮
院
殿
宗
岳
良
忠
居
士
」

と
あ
り
、
藩
士
と
家
族
九
十
一
人

の
死
亡
者
に
は
院
殿
居
士
の
人
物

は
守
能
氏
だ
け
。

　
当
時
、
同
家
は
馬
術
指
南
役
を

務
め
た
が
、
五
戸
の
ど
こ
に
住
ん

だ
か
知
る
人
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ

し
い
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

き
ぐ
う

た
す
く



夏休み英会話スクールの様子

１時間ほどでおにぎりが完成 地震災害対策本部会議を招集する町長

o

　
町
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
英
語

教
育
の
充
実
と
、
国
際
化
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
に

外
国
語
青
年
招
致
事
業
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
３
人
目
の
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
、
ア
メ
リ

カ
出
身
の
セ
ス
・
ハ
ラ
さ
ん
を
迎

え
ま
し
た
。
セ
ス
さ
ん
は
町
内
の

小
中
学
校
で
英
語
や
英
会
話
を
指

導
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
幼
稚
園

を
訪
問
し
た
り
、
公
民
館
講
座
で

英
会
話
の
講
師
を
務
め
る
予
定
で

す
。

　
五
戸
町
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま

し
て
。
私
の
名
前
は
セ
ス
・
ハ
ラ

と
申
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ

イ
オ
州
か
ら
来
ま
し
た
。

　
私
は
、
ス
ワ
ー
ス
モ
ア
大
学
で

学
び
ま
し
た
。
大
学
で
の
専
攻
は

工
学
と
ス
ペ
イ
ン
語
で
す
。
少
し

日
本
語
も
勉
強
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
下
手
で
す
。

　
私
の
父
は
千
葉
県
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
は
大
学
を
卒
業
し
た
後
、

ア
メ
リ
カ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
私
は
父
の
母
国
で
あ
る
日
本

に
来
た
か
っ
た
で
す
。
日
本
の
文

化
と
日
本
語
を
学
び
た
い
で
す
。

そ
し
て
書
道
と
柔
道
に
挑
戦
し
た

い
で
す
。

　
私
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
す
る
こ

と
や
山
に
登
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

全
部
の
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
す
が
、

あ
ま
り
上
手
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
青
森
で
は
ス
キ
ー
と
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
を
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
旅

行
を
す
る
の
が
大
好
き
で
す
。
今

年
は
、
北
海
道
や
韓
国
の
ソ
ウ
ル

に
行
き
た
い
で
す
。

　
私
は
、
こ
こ
五
戸
に
居
る
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
子
ど

も
が
大
好
き
な
の
で
、
子
ど
も
た

ち
に
英
語
を
教
え
る
こ
と
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
９
月
７
日
、
町
の
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
関
係
者
約
５
４
０
人
が

大
地
震
を
想
定
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
当
初
、
一
般
住
民
を
含
め
て
約

１
、０
０
０
人
が
参
加
す
る
予
定

で
し
た
が
、
降
雨
の
た
め
対
策
本

部
設
置
や
炊
き
出
し
な
ど
に
限
定

し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
を
震
源
と
す
る
震
度
７
の
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
。
町

は
速
や
か
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

家
屋
倒
壊
や
火
災
発
生
な
ど
の
情

報
収
集
の
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
町
立
公
民
館
で
は
町
赤
十
字
奉

仕
団
、
町
連
合
婦
人
会
、
婦
人
消

防
ク
ラ
ブ
、
町
消
防
団
女
性
団
員

ら
約
40
人
が
炊
き
出
し
訓
練
を
行

い
、
手
ぎ
わ
良
く
お
に
ぎ
り
を
作

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
４
地
区
で
は
消
防

団
員
が
大
規
模
な
火
災
発
生
を
想

定
し
た
中
継
送
水
訓
練
を
行
い
、

機
敏
な
動
き
で
災
害
に
備
え
ま
し

た
。

■1985年10月28日生まれ（22歳）
■アメリカ国籍（オハイオ州シルバニア出身）
■日本で挑戦したいことは父親の母国

語である日本語を学ぶこと。日本の
文化では「習字」と「柔道」に挑戦
したい。趣味はハイキングと旅行。

セ　ス ・ ハ　ラ
SETH  HARA  AOGU

～プロフィール～～プロフィール～

大
地
震
に
備
え
て

　
　
　
　
防
災
訓
練
を
実
施

国際見聞録
シリーズ №71
国際見聞録
シリーズ №71

S
eth

 H
ara A

og
u

セ
ス
・
ハ
ラ

セ
ス
・
ハ
ラ

　
　
　
　
で
す

は
じ
め
ま
し
て
!!

は
じ
め
ま
し
て
!!

は
じ
め
ま
し
て
!!

大
地
震
に
備
え
て

　
　
　
　
防
災
訓
練
を
実
施
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農
家
が
農
作
業
機
械
に
使
用
す

る
軽
油
は
、
申
請
が
認
め
ら
れ
た

場
合
、
免
税
証
が
交
付
さ
れ
軽
油

取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
注
意
事
項

継
続
手
続
き
の
場
合
も
耕
作
証

明
書
が
必
要
で
す
。
新
規
申
請

等
の
場
合
、
詳
細
は
左
記
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
０
８

・
役
場
農
林
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
１
５

県 税だ
よ
り

平
成
21
年
度
に
使
用
す
る
農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
受
付
に
つ
い
て

11
月
10
日（
月
）

11
月
11
日（
火
）

11
月
12
日（
水
）

11
月
13
日（
木
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

月
　
　
日

対
象
地
区

受
　
付
　
時
　
間

上

市

川

場
　
　
所

瑞

穂

館

役
場（
本
庁
舎
）

２
階
会
議
室

浅
水
活
性
化

セ

ン

タ

ー

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

切

谷

内

五
戸
・
蛯
川

豊

間

内

浅

田

倉

石

県
立
障
が
い
者
職
業
訓
練
校

平
成
21
年
度
訓
練
生
募
集

幼
稚
園
新
入
園
児
募
集

母
子（
寡
婦
）家
庭
へ
の
修
学
資
金
・

就
学
支
度
資
金
貸
付
の
事
前
相
談

育
児

福
祉

県民手帳予約受付中！
　平成21年度版青森県民手帳の予
約を受付中です。県内市町村の主
要統計や五戸町の歩み、ふるさと
の主な行事など暮らしに役立つ情
報がたくさん詰まっています。
※濃灰と青の２色から選べます。
●発行時期　10月下旬
●価　　格　500円（税込）
●問い合わせ・申し込み先
　役場企画振興課℡62－7952（直通）

情報ステーション

　
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
と
江

渡
幼
稚
園
で
は
、
平
成
21
年
度
新

入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
　
象

　
平
成
21
年
４
月
２
日
で
満
３
歳
・

４
歳
・
５
歳
に
な
る
幼
児

※
平
成
21
年
度
内
に
満
３
歳
に
な

る
幼
児
は
、
誕
生
日
を
迎
え
た

月
か
ら
入
園
で
き
ま
す
。

●
募
集
要
項
配
布
開
始
日

　
平
成
20
年
10
月
15
日（
水
）

※
募
集
要
項
は
各
園
に
設
置

●
願
書
受
付
開
始
日

　
平
成
20
年
11
月
１
日（
土
）

●
そ
の
他

・
通
園
バ
ス
、
給
食
あ
り

・
降
園
後
と
春
・
夏
・
冬
休
み
中

も
預
か
り
保
育
を
実
施

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

に
よ
り
保
育
料
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

　
℡
62 

│ 

３
４
５
０

・
江
渡
幼
稚
園

　
℡
62 

│ 

４
３
０
５

●
平
日
相
談

○
対
象

平
成
21
年
度
に
高
校
・
大
学
等

に
進
学
を
予
定
し
て
い
る
母
子

家
庭
等
の
方

○
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
夜
間
相
談
会

○
対
象

平
日
の
受
付
時
間
内
の
来
所
相

談
が
困
難
な
方

○
日
時
・
場
所

①
10
月
31
日（
金
）

②
11
月
14
日（
金
）

③
12
月
５
日（
金
）

午
後
５
時
〜
８
時

　
八
戸
合
同
庁
舎
会
議
室

※
各
回
、
先
着
12
名（
予
約
者
）

○
そ
の
他

夜
間
相
談
会
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
申
し
込
み
は
相
談
会

前
日
の
午
後
５
時
ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
福
祉
調
整
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
３
４
８

●
科
名
お
よ
び
定
員

製
版
科
15
人
、
事
務
科
15
人
、

作
業
実
務
科
10
人

●
訓
練
期
間
　
１
年
間

●
応
募
資
格

▽
体
力
・
精
神
的
に
１
年
間
の

訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
を
希

望
す
る
方
▽
障
が
い
が
安
定
し
、

身
体
の
疾
病
ま
た
は
障
が
い
が

訓
練
受
講
上
、
支
障
と
な
ら
な

い
方
▽
集
団
生
活
に
支
障
の
な

い
方
▽
職
業
的
自
立
が
見
込
ま

れ
る
方（
介
護
支
援
が
あ
る
方

は
要
相
談
）
▽
知
的
障
が
い
と

公
共
機
関
で
判
定
さ
れ
た
方（
作

業
実
務
科
の
み
）

●
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
入
校
時
に
教
科

書
・
用
品
代
な
ど
で
５
万
円
程

度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
）

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
20
年
10
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
10
月
31
日（
金
）ま
で

●
選
考
日

・
製
版
科
、
事
務
科

　
平
成
20
年
11
月
11
日（
火
）

・
作
業
実
務
科

　
平
成
20
年
11
月
12
日（
水
）

●
応
募
方
法

入
校
願
書
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
願
書

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
弘
前
市
緑
ヶ
丘
１
│

９
│

１

　
県
立
障
が
い
者
職
業
訓
練
校

　
℡
０
１
７
２ 

│ 

36 

│ 

６
８
８
２
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お

知
ら
せ

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
５
月
21
日
に

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

犯

罪

被

害

者

等

支

援

相

談

窓

口
青森市長島１－１－１青森県庁北棟１階

秘密厳守・専門の相談員が無料で相談に応じます

交通事故でお困りのときは どなたもお気軽に！
交通事故相談窓口をご利用ください。

青森県交通事故相談所
月曜から金曜 ８：30～17：30

（土日祝日・年末年始を除く）

まずはお電話を…
０１７－７３４－９２３５

終戦当時の引揚者の方々へ

　税関では、お預かりし
ている次の通貨・証券な
どをお返ししています。
　返還の申し出は本人だ
けでなく家族の方でも結
構です。
・終戦後、外地から引き

揚げた方が、上陸地の
税関・海運局に預けた
通貨・証券など

・外地の集結地で総領事
館などに預けた証券な
どのうち、日本に送り
返されたもの

●問い合わせ先
　八戸税関支署  ℡33－0423

１０月から乳幼児医療費給付制度が拡充されます

　現行は、４歳から６歳（小学校就学前）までの幼児について、入院
治療費（１日につき500円を控除した額）のみを給付対象としています
が、平成20年10月１日診療分から通院も対象となります。
　※ただし、通院１か月につき1,500円を超える自己負担分を給付する

ことになります。
　この制度の適用を受けるには受給資格証が必要です。忘れずに交付

（更新）申請の手続きをしてください。なお、保護者の所得によって
は助成の対象とならない場合があります。

給付内容

●問い合わせ先　役場保健衛生課　℡62－7958（直通）

年　　齢 通　　　　院 入　　　　院

０～３歳 保険診療による医療費
自己負担額

保険診療による医療費
自己負担額

４～６歳
（就学前）

保険診療による医療費自己
負担額から１か月につき
1,500円を控除した額

保険診療による医療費自己
負担額から入院１日につき
500円を控除した額

情報ステーション

　
地
震
と
大
雨
の
影
響
で
道
路
が

一
部
決
壊
し
た
町
道
２
か
所
に
つ

い
て
、
９
月
３
日
か
ら
当
分
の
間

終
日
全
面
通
行
止
め
と
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
復
旧
に
向
け
調
査
等
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
開
通
時
期
に
つ

い
て
は
未
定
で
す
。

　
周
辺
住
民
の
方
々
に
は
大
変
ご

不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
規
制
期
間

　
９
月
３
日
か
ら
当
分
の
間

●
規
制
個
所

・
町
道
五
戸
志
戸
岸
線

　（
竹
原 

│ 

苗
代
沢
間
）

・
町
道
古
舘
鍜
冶
屋
窪
線

　（
古
舘
変
電
所
向
か
い
）

●
規
制
方
法

　
終
日
全
面
通
行
止
め

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課

　
℡
62 

│ 

７
９
６
１
（
直
通
）

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
員
と
し
て
重
大
な
事
件

の
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪

の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら

う
制
度
で
す
。

　
裁
判
員
は
、
選
挙
権
を
持
つ
国

民
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

　
本
年
12
月
ま
で
に
、
平
成
21
年

の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た

方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
知
が
届
き

ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
は
検
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
検
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w

w
.kensatsu.go.jp

　
な
お
、
青
森
地
方
検
察
庁
で
は
、

裁
判
員
制
度
の
無
料
説
明
会
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
無
料
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
２ 

│ 

５
２
１
４

　
県
で
は
「
犯
罪
等
の
被
害
を
受

け
て
悩
ん
で
い
る
」「
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
方
の
た
め
の
専
用
電
話
を

昨
年
10
月
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分

●
電
話
番
号

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
５ 

│ 

３
７
４
０



!2
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町 の 人 口

　男　  ９，７７１人　（＋１１）　世帯数１６，９４８世帯（＋５）
　女　１０，５１１人　（＋２）
総人口２０，２８２人　（＋１３）　　　　 　　（　）前月対比

平成20年９月１日現在

発行／青森県五戸町　編集／総務課　
〒０３９－１５１３　青森県三戸郡五戸町字古舘２１－１
TEL０１７８－６２－２１１１　FAX０１７８－６２－６３１７　
MAIL soumu＠town.gonohe.aomori.jp　http://www.town.gonohe.aomori.jp

広報

優 秀 賞 優 秀 賞 特 別 賞

特 別 賞 特 別 賞 奨 励 賞

奨 励 賞 奨 励 賞 奨 励 賞

最優秀賞

平成２０年度　五戸まつり山車審査結果

博労町自治会　『真田十勇士「徳川家康本陣撃破」』

荒町自治会

『本能寺の変』

ひばり野自治会
『錨 知盛～悪龍に変じて
義経主従を襲う～』

下大町自治会

『義経の弓流し』

五戸高等学校
『仁・儀・礼・智・信　出陣』

倉石山車組
『新 浦島太郎』

川原町青年団
『児 雷 也』

新町自治会青年部
『上杉・武田　龍虎激突』

上大町自治会
『西遊記～花果山の戦い～』

蛯川学区お祭り会
『陰陽師・安倍晴明』



住所地の市区町村役場

　平成２０年４月の地方税法改正により個人住民税の寄附金控除が大幅に拡充されたふるさと納税制度が創設
されました。この制度は生まれ育った地域や、関わりが深い地域を応援したいみなさんの想いにお応えするも
ので、応援したいとお考えの県や市町村に寄附をした場合に、お住まいの自治体の住民税（県民税・市区町村
民税）から寄附金額に応じて一定額を控除するものです。
　五戸町で生まれ育った方、かつて五戸町にお住まいになっていた方、五戸町に愛着を持っている方、そうし
た五戸町にご縁のある皆様方におかれましては、五戸町が掲げる将来像「みんなで創る活気あるまちごのへ」
の実現に向け、ふるさと納税（寄附）で五戸町を応援してくださるようお願いいたします。 

ふるさと納税（寄附）で五戸町を応援してください！ 

●「ふるさと納税制度」のしくみ（イメージ図） 

●ふるさと納税の手続きの流れ 

●ふるさと納税（寄附）の使い道 

寄

附

し

て

い
た
だ
く
方 

五

戸

町

①　「ふるさと納税（寄附）申込書」の入手 

②　「ふるさと納税（寄附）申込書」による寄附申込み　郵便・FAX・電子メール

③　納付書の郵送（ご希望の方法によりご案内します）

④　寄附金の納付・振込

⑤　寄附受領書の送付（税金の寄附控除に必要な証明書）

●問い合わせ・申し込み先
青森県五戸町役場　企画振興課　〒０３９ － １５１３　青森県三戸郡五戸町字古舘２１ － １
ＴＥＬ ０１７８ － ６２ － ２１１１　ＦＡＸ ０１７８ － ６２ － ６３１７
ホームページ　http://www.town.gonohe.aomori.jp/
Ｅ－メール　　　kikakushinko@town.gonohe.aomori.jp
※寄附金控除や確定申告に関する問い合わせはお住まいの市区町村の税務担当課へ 

※ 詳細はホームページをご覧ください。  

次のような取り組みに活用させていただきます。
① 自然環境の保全と生活基盤の整備に活用
② 保健・医療・福祉の充実に活用
③ 安心・安全な暮らしの整備とコミュニティの推進に活用
④ 農林・商工・観光の振興と地域情報化の充実に活用
⑤ 教育・芸術・文化・スポーツの振興に活用
⑥ その他 

④所得税の還付

連絡
②寄附証明書
　の送付

①寄附 ⑤住民税の
　税額控除寄附をしていただく方

③確定申告

ふるさと・五戸町

（五戸町役場） 最寄の税務署



ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 就学時健康診断（豊小学区）
　 就学時健康診断（切小学区）

● 就学時健康診断（蛯小学区）

● ポリオ（小児マヒ）予防接種

日 記念日等

体育の日

法の日

行　　事　　等

１

２

３

４

水

火

水

５

６

７

８

木

金

月

土

木

水

木

金

土

日

火

月

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● ３歳児健康診査（１７年６・７月生） 12：30～13：00 旧地域保健センター

● 行政巡回相談 13：30～16：00 瑞穂館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 行政巡回相談 13：30～16：00 浅水活性化センター

● 土曜セミナー「郷土歴史講座」⑤ 10：00～11：30 町図書館視聴覚室

● えほん工房 14：00～15：30 町図書館視聴覚室

12：20～12：50受付 総合病院

13：15～13：30受付　 就学時健康診断（南小学区） 南小学校

10：00～15：00● 味まつり＆倉石牛肉まつり 夢の森ハイランド

14：00～15：00 町図書館児童コーナー● お話会

 8：30～14：00 ひばり野公園陸上競技場● ひばり野リレーカーニバル

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

水

金

月

火

月

土

日

金

土

日

25

26

27

28

29

30

31

木

水

金

木

記念日等日 行　　事　　等

赤い羽根共同募金運動（～１２月）

食生活改善普及月間

● ３か月児健康診査（２０年６月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

今月の納期

納期限１０月３１日（金）

町県民税

国民健康保険税

第３期

第４期

家庭の日

● 親子カボチャランタン（ランプ）づくり 町立公民館
10：00～16：00
10：00～13：00

● 古典芸能への誘い「古典落語　寿限無など」 倉石コミュニティセンター14：00開演

● 犬の登録・狂犬病予防注射 豊間内・浅田地区巡回 9：00～11：50

● 全国一斉司法書士法律無料相談会 八戸市公民館、三沢市公会堂

● 町民ソフトテニス大会 ひばり野公園テニスコート（雨天：ドーム）

10：00～16：00

 8：30～

● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～１３日） 小渡平公園

● 徳武定祐少年野球教室  9：00～12：00 ひばり野公園野球場

12：20～12：50受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 町民大学講座全地区合同・講演
　 「五戸町名誉町民　木村秀政博士について」

13：30～15：00 町立公民館

全国一斉飲酒運転根絶キャンペーン
１０/１～１０/３１までの１か月間実施

　青森県内では飲酒運転による交通死亡事故が
増加しています。 �
　飲酒運転者はもちろん、飲酒運転者に「車両
を提供した者」「酒類を提供した者」「同乗し
た者」も同罪として処罰されます。地域のみん
なで飲酒運転をなくしましょう。

平成２０年１０月１日現在で

住宅・土地統計調査
を実施します

調査の対象となった世帯には、
統計調査員が伺いますので、
ご協力をお願いします。

総務省･青森県･五戸町

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）
● 三種混合　　　　　　予防接種

1010

● 犬の登録・狂犬病予防注射

12：20～12：50受付 総合病院
10：00～12：00 町立公民館

秋の火災予防週間

五戸・石仏・下新井田・根前地区巡回 9：00～15：05

　火災のほとんどはチョット
した不注意から発生します。
住民一人ひとりが防火に関心
を持ち、火災のない町にしま
しょう。

秋
の
行
政
相
談
週
間

２
０
０
８
・
第
62
回
読
書
週
間

秋
の
火
災
予
防
週
間

公
　
　
証
　
　
週
　
　
間

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」

火災・救急・救助は １１９

緊急通報ＦＡＸ　２２－０１１９

火災情報　２２－２１１１

高齢者交通安全の日

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談）

● 犬の登録・狂犬病予防注射

13：00～15：00 役場保健衛生課
10：00～12：00 町立公民館

倉石地区 9：00～11：55

● ６か月児健康相談（２０年２・３月生）
● 犬の登録・狂犬病予防注射

12：30～12：50受付 旧地域保健センター
川内・蛯川地区巡回 8：50～15：10

蛯川小学校13：00～13：15受付

● 人権相談、行政相談 13：30～16：00 町立公民館
13：00～13：20受付 豊間内小学校

切谷内小学校12：30～12：55受付

　 就学時健康診断（上小学区）

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

12：45～12：55受付 上市川小学校

　 就学時健康診断（石小学区） 13：15～13：25受付 石沢小学校

　 就学時健康診断（中小学区） 13：05～13：20受付 中市小学校

　 就学時健康診断（又小学区） 13：15～13：30受付 又重小学校

１０/２０～１０/２６まで

● 三種混合　　　　　　予防接種



ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 就学時健康診断（豊小学区）
　 就学時健康診断（切小学区）

● 就学時健康診断（蛯小学区）

● ポリオ（小児マヒ）予防接種

日 記念日等

体育の日

法の日

行　　事　　等
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火
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月
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金

土

日

火

月

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ
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● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● ３歳児健康診査（１７年６・７月生） 12：30～13：00 旧地域保健センター

● 行政巡回相談 13：30～16：00 瑞穂館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 行政巡回相談 13：30～16：00 浅水活性化センター

● 土曜セミナー「郷土歴史講座」⑤ 10：00～11：30 町図書館視聴覚室

● えほん工房 14：00～15：30 町図書館視聴覚室

12：20～12：50受付 総合病院

13：15～13：30受付　 就学時健康診断（南小学区） 南小学校

10：00～15：00● 味まつり＆倉石牛肉まつり 夢の森ハイランド

14：00～15：00 町図書館児童コーナー● お話会

 8：30～14：00 ひばり野公園陸上競技場● ひばり野リレーカーニバル

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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赤い羽根共同募金運動（～１２月）

食生活改善普及月間

● ３か月児健康診査（２０年６月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

今月の納期

納期限１０月３１日（金）

町県民税

国民健康保険税

第３期

第４期

家庭の日

● 親子カボチャランタン（ランプ）づくり 町立公民館
10：00～16：00
10：00～13：00

● 古典芸能への誘い「古典落語　寿限無など」 倉石コミュニティセンター14：00開演

● 犬の登録・狂犬病予防注射 豊間内・浅田地区巡回 9：00～11：50

● 全国一斉司法書士法律無料相談会 八戸市公民館、三沢市公会堂

● 町民ソフトテニス大会 ひばり野公園テニスコート（雨天：ドーム）

10：00～16：00

 8：30～

● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～１３日） 小渡平公園

● 徳武定祐少年野球教室  9：00～12：00 ひばり野公園野球場

12：20～12：50受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 町民大学講座全地区合同・講演
　 「五戸町名誉町民　木村秀政博士について」

13：30～15：00 町立公民館

全国一斉飲酒運転根絶キャンペーン
１０/１～１０/３１までの１か月間実施

　青森県内では飲酒運転による交通死亡事故が
増加しています。 �
　飲酒運転者はもちろん、飲酒運転者に「車両
を提供した者」「酒類を提供した者」「同乗し
た者」も同罪として処罰されます。地域のみん
なで飲酒運転をなくしましょう。

平成２０年１０月１日現在で

住宅・土地統計調査
を実施します

調査の対象となった世帯には、
統計調査員が伺いますので、
ご協力をお願いします。

総務省･青森県･五戸町

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）
● 三種混合　　　　　　予防接種

1010

● 犬の登録・狂犬病予防注射

12：20～12：50受付 総合病院
10：00～12：00 町立公民館

秋の火災予防週間

五戸・石仏・下新井田・根前地区巡回 9：00～15：05

　火災のほとんどはチョット
した不注意から発生します。
住民一人ひとりが防火に関心
を持ち、火災のない町にしま
しょう。

秋
の
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政
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談
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間
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秋
の
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間

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」

火災・救急・救助は １１９

緊急通報ＦＡＸ　２２－０１１９

火災情報　２２－２１１１

高齢者交通安全の日

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談）

● 犬の登録・狂犬病予防注射

13：00～15：00 役場保健衛生課
10：00～12：00 町立公民館

倉石地区 9：00～11：55

● ６か月児健康相談（２０年２・３月生）
● 犬の登録・狂犬病予防注射

12：30～12：50受付 旧地域保健センター
川内・蛯川地区巡回 8：50～15：10

蛯川小学校13：00～13：15受付

● 人権相談、行政相談 13：30～16：00 町立公民館
13：00～13：20受付 豊間内小学校

切谷内小学校12：30～12：55受付

　 就学時健康診断（上小学区）

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

12：45～12：55受付 上市川小学校

　 就学時健康診断（石小学区） 13：15～13：25受付 石沢小学校

　 就学時健康診断（中小学区） 13：05～13：20受付 中市小学校

　 就学時健康診断（又小学区） 13：15～13：30受付 又重小学校

１０/２０～１０/２６まで

● 三種混合　　　　　　予防接種



　 麻しん・風しん混合予防接種

● １０か月児健康相談（１９年１２・２０年１月生）

日 記念日等

家庭の日

文化の日

高齢者交通安全の日

行　　事　　等

月　間　メ　モ

全国青少年健全育成強調月間�                  

五戸カトリック幼稚園・江渡幼稚園　平成２１年度新入園願書受付開始（１１/１～）
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平成２０年
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　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00
13：00～15：00

町立公民館

ドーム、町立公民館● 五戸町産業と文化まつり（～３日）
ドーム● 五戸地方農産物品評会（～３日）

 9：30～15：30 ドーム裏駐車場向● 献血

役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）
10：00～ 総合病院● 病院まつり（～７日）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00
 9：00～11：00

町立公民館
町立公民館● 町民大学講座（中央）※ストレッチ体操

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）
 9：00～11：00 豊間内コミュニティセンター● 町民大学講座（豊間内）※ストレッチ体操
12：30～12：50受付 旧地域保健センター● ３か月児健康診査（20年７月生）
17：15～18：00 総合病院　１階講義室● 糖尿病に関する講演会

12：20～12：50受付 総合病院

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 町民歩こう会 抱き返り渓谷（秋田県）

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● 雑誌リサイクル市 10：00～16：00 町図書館

● 表示登記無料相談会 10：00～15：30 直接相談　八戸市民公民館
電話相談　017－722－3178

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館
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